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炭層メタン（炭層メタン（CBMCBM））は石炭層に含まれるメタンガス（非在来型天然ガス非在来型天然ガス）

メタンガス濃度が高い（90 %以上）
地表からのボーリングにより生産
アメリカの天然ガス生産の１０％はCBM
豪州では近年開発･利用が急増、LNG化も
中国では大幅なCBM増産計画（2010年までの5年間で20倍）
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石炭資源とCBM資源量（北海道）

滝川東部

清水沢-南大夕張
夕張西部

札幌

26.650.4162.5CBM資源量
億m3

2.85.317.1埋蔵炭量

億トン

32.040.083.2面積

km2

夕張西部
清水沢～

南大夕
滝川東部

北海道の有望区域の資源量

NEDO: 国内CBM資源調査可能性調査(北海道地区）, 1998

CBM開発有望三地域で
約240億m3の資源量

我が国の天然ガス生産量

約37億m3/年（2007）

2421褐炭

295148合計

10066.6亜瀝青炭

16360.9瀝青炭

70無煙炭

全国北海道

我が国の石炭埋蔵量（億トン）

NPO法人地下資源ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾈｯﾄﾜｰｸ調べ, 2008

石狩炭田



石炭の吸着特性とCO2注入によるCBM増産効果
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(北大：大賀光太郎)

CO2注入によるCH4増産効果
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CO2はメタンより
z 石炭に吸着しやすい
z 石炭により多く吸着する
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炭層へのCO2固定とCBM増産（CO2-ECBM）
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注入されたCO2は
石炭に吸着

CO2の吸着により
CH4が脱着

CH4生産量が増加
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CO2分離・回収設備
発電所 排ガス
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モデル鉱区の設定とシミュレーション計算

モデル鉱区

夕張本層

夕張上層

夕張下層

清水沢-南大夕張

夕張西部 北海道夕張市
清水沢地区

-1,200ｍ-650ｍ

ＫＡＮＳＯ：二酸化炭素炭層固定化技術開発成果報告書

北海道夕張市に開発モデル鉱区を設定
シミュレーション計算を実施
• 鉱区面積：2.8 km2

• 坑井：600 m間隔、2１本（毎年数本掘削）
• 炭層深度：-650 m~1,200 m
• 炭層厚さ：5 m
• ガス包蔵量：25 m3/t
• 浸透率：1.0 md
• CBM総資源量：約5億 m3

坑井間隔：600m

シミュレーションモデルの坑井配置

モデル鉱区周辺の地質断面



モデル鉱区からのＣＢＭ生産量＆ＣＯ２固定量
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通常のCBM生産量とCO2注入によるCBM生産量（CO2-ECBM）

平均世帯の年間エネルギー消費量 45.3GJ （エネルギー・経済統計要覧（2006）
メタンガスの発熱量 40 MJ/m3 （エネルギー源別発熱量一覧表, METI）
⇒ 年間1,400万m3のメタンガスは約12,000世帯分のエネルギー

•6年目からフル生産
•CO2注入量 26,000 t/年
•総CO2注入量 330,000 ｔ
•通常CBMでは800万m3/年
総資源量の約30 %回収（19年）

•CO2-ECBMでは1,400万m3/年
総資源量の約44 %回収（19年）



モデル鉱区でのＣＢＭ生産－経済性
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CBM利用形態別総費用と原価 （CO2-ECBMの場合）

坑井掘削費の占める割合が大

⇒ コスト削減の鍵
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コスト削減の可能性（掘削費用）
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Utrecht Univ., Potential for CO2 
sequestration and enhanced coalbed
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March 2001, Netherlands より作成

CBM坑井掘削費用の比較

CBM生産量
∝ ガス包蔵量・浸透率・圧力差・接触面積

炭層内の坑井長さを増大

⇒ 1本当たりの生産量の増大
⇒掘削坑井数の削減

方向制御掘削技術の適用 炭層

沿層ボーリング
孔曲げ



炭層ガス（CBM）を核とした低炭素地域エネルギー構想

炭層ガス開発
CO2-ECBM 

ガス供給

発電

水素製造

液体燃料

風力・太陽光
バイオマス

未利用石炭資源

CO2炭層固定
高純度
メタンガス

CO2

メタンガス
メタンガス

メタンガス CO2

CO2

未利用石炭資源の活用
エネルギーの地産地消
分散型エネルギーシステム
低炭素社会
地域の活性化

燃料電池
水素ステーション

DME

燃料転換

電気・熱

安定化電源確保

CBMエネルギータウン


